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・EDAの対応は進んでいる。
・しかし、LPB自体の普及はこれから。

・広く普及している。
・しかし、設計データからのシミュレーションセットアップ
に手間が掛かる場合もある。

ＬＰＢユーザー（チップ・ＰＫＧ・ボード設計者と解析担当者）に、IBISシミュ
レーションでLPBを活用してもらい、メリットを感じて欲しい。
ＬＰＢ提供者（チップベンダー、部品ベンダー）に、ユーザーのメリットを
知って欲しい。

・ IBISと紐づいたLPBを利用して、MDLWGが設計したボードを、LPBIFWG
が解析した事例を紹介する。

はじめに

今回の狙い
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・現実では、LPB は提供されていない。そのため、今回は MDLWG で作成した。
・SoC の IBISモデルは、IBIS推進WG から仮想のものを提供して頂いた。

今回の
設計対象

・DDR3-SDRAM搭載のPCB設計を想定。
・DRAM と SoC と Capacitor は市販品の使用を想定。各メーカーからモデル
とＬＰＢが提供された状況で、仮想のPCB設計を実施。

Spara:

Webから入手
LPB:

MDLWG作成

IBIS5：Webから入手
LPB：MDLWG作成

IBIS：IBIS推進WG提供
LPB：MDLWG作成

事例「DDR3搭載ボード」の概要

SoCDRAM PCB

Cap.

補足
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IBIS5 IBIS

SparaRLC

RLC 

波形
観測点

[Pin] [Pin]伝送線路
モデル

C 

・前項で設計したボードに対して、「SignalAdviser」を使用してPI解析実施。
・DDR3 8bit Read でDRAM内部の同時スイッチングノイズを見る。

シミュレーションの概要

SoCDRAM PCB

設計者と解析者との間のデータやりとりをＬＰＢで実施。
モデル割り当て等の解析セットアップの手間や、情報伝達の齟齬を防ぐ。
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設計
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IBIS

C
Spara

C
Ｘ

DRAM と コンデンサのLPBを作成

で確認

・各ベンダーからモデルと LPB の両方が提供された状況を想定。
・実際には、リコー社内で使用している Excel2LPB で LPB を作成した。
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SPICE

の <reference> でモデルと接続

IBISC

Spara

SPICE

Sparaは、SPICE記述で
Wrappingする必要あり。
次期バージョンのLPBから
直接読み込み可能に！

C
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SPICE

の <reference> でモデルと接続

IBISC

Spara

SPICE

Sparaは、SPICE記述で
Wrappingする必要あり。
次期バージョンのLPBから
直接読み込み可能に！

C

ＰＫＧモデル

物理形状と、電気的特性とが結びついた情報を、
ベンダーと設計者と解析担当者との間でやりとりできる。

SPICE



LPBLPB Copyright© JEITA SD-TC All Rights Reserved 2016 Page9

RC
Ｘ

ボードの部品配置検討

で確認

部品配置

・リコー社内で使用している Excel2LPB で、簡易的に部品配置実施

部品配置

層構成
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RC
IBIS

C
Spara

C G

ボードレイアウト実施

RC
でレイアウト

部品配置

電源プレーン

配線
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解析セットアップ
解析内容+LPB

質問
回答

解析結果
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ＬＰＢインポート

R

C

G

IBIS

C

Spara

C
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でデザイン確認

RC G

LPBには、レイアウト情報と
層構成情報の両方が含ま
れているため、解析担当者
が再入力する必要がない。
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で モデル接続確認

IBIS

C

LPBによって、部品の端子
とIBISの端子とが明確に対
応するため、解析担当者の
手間とミスが発生しない。
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Spara

C

で モデル接続確認

IBISだけでなくSPICEモデルや
SparaもLPBで接続可能。
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・抽出ポート設定の情報はLPBに含まれていない。SignalAdviserで実施。

で電源抽出準備

Port2: 電源IC

Port1: DRAMの電源ピン
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で トポロジ確認

SoC

PKG電源モデル

抽出したボード電源モデル
DRAM

PKG電源モデル

OnChip

Decap.

DRAMドライバ SoCレシーバ
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解析結果
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で電源を周波数解析

GRM152B30J

104KE19.mod

GRM1851X1A

103JA44.mod

1.5V電源
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で電源を過渡解析

OnChip

Decap.

0nF 

1nF

0nF の信号波形 1nFの信号波形
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課題 と まとめ



LPBLPB Copyright© JEITA SD-TC All Rights Reserved 2016 Page22

IBISと紐づいたLPBでは、DIEの端子が想定されていない。
今回はSignalAdviserの機能で C を挿入したが、LPB側で対応してほしい。

今回の事例で判明した課題

現状のLPBの端子＝IBISの端子＝PKGの端子

追加して欲しいLPBの端子＝ DIEの端子

IBISモデル

PKGモデル

C 

PKGモデル

PKGモデル
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・今回のLPBは公開します。ユーザー、ベンダーの皆様は是非、触れてみてく
ださい。
・OnChipDecapは重要なパラメータです。LPBフォーマットに組み込めるように
MDLWGから提案していきます。

まとめ

ＬＰＢユーザー（チップ・ＰＫＧ・ボード設計者と解析担当者）に、IBISシミュ
レーションでLPBを活用してもらい、メリットを感じて欲しい。
ＬＰＢ提供者（チップベンダー、部品ベンダー）に、ユーザーのメリットを知っ
て欲しい。

今回の狙い

LPBとIBIS等のモデルが紐づいているので・・・
・設計データのピンとモデルのピンとが始めから対応しているため、作業
が軽減され、作業ミスも無くなった。（モデル探し、DL、アサイン等）
・設計者と解析担当者との間のやり取りが最小化された。

ユーザーのメリット
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ご清聴ありがとうございました。


